
英
国
に
お
け
る
金
融
教
育
⑴

Ｆ
Ｓ
Ａ
主
導
に
よ
る
﹁
金
融
に
関
す
る
消
費
者
教
育
﹂
へ
の

取
り
組
み

大

橋

善

晃

は
じ
め
に

英
国
で
は
、
一
九
九
八
年
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
案

の
公
表
を
契
機
と
し
て
、
前
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
金

融
サ
ー
ビ
ス
機
構
︵
Ｆ
Ｓ
Ａ
︶
主
導
の
下
に
、
国
を
挙
げ

て
﹁
金
融
に
関
す
る
消
費
者
教
育
﹂
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
に
至
る
一
〇
年
の
間
に
、
Ｆ
Ｓ

Ａ
は
、
英
国
に
お
け
る
金
融
の
監
視
機
構
︵
w
atch
d
og
︶

と
し
て
、
政
府
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
界
、
非
営
利
機
関
、

消
費
者
団
体
及
び
教
育
団
体
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携
を
軸

に
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
、
一
歩
一
歩
着
実
に
、
金

融
に
関
す
る
消
費
者
教
育
︵
以
下
、
金
融
教
育
と
い
う
︶

の
基
盤
固
め
を
推
進
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

英
国
の
金
融
教
育
の
特
色
は
、
そ
れ
が
法
に
よ
っ
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
Ｆ
Ｓ

Ａ
の
金
融
教
育
へ
の
理
路
整
然
と
し
た
、
体
系
的
な
取
り

組
み
を
可
能
に
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
金
融
教
育
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
得
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
取
り
組
み
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
英
国
に
お
い
て
も
金
融
教
育
へ
の
取
り
組

み
は
、
当
初
か
ら
、
長
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
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け
ら
れ
て
お
り
、
性
急
な
成
果
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
一
方
に
お
い
て
は
、
金
融
教
育

の
絶
え
ざ
る
フ
ォ
ロ
ー
と
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
、
金
融

教
育
の
定
期
的
な
実
態
調
査
と
そ
れ
に
基
づ
く
評
価
が
求

め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、

外
部
機
関
に
委
託
し
て
、
金
融
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
の

大
々
的
な
実
態
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
調
査
報
告

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
、
二
〇
〇
八
年
七
月
に
公
表
し

た
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
四
│
五
年
ご
と

に
同
様
の
調
査
と
評
価
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
が
、
英

国
に
お
け
る
金
融
教
育
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
〇
年
を
経

過
し
て
、
そ
の
成
果
を
評
価
す
る
段
階
に
差
し
掛
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
今
後
四
回
に
わ
た
り
、
英
国
に

お
け
る
金
融
教
育
の
一
〇
年
の
歩
み
を
、
主
と
し
て
Ｆ
Ｓ

Ａ
の
調
査
報
告
書
、
諮
問
文
書
、
政
策
文
書
を
参
照
し
な

が
ら
時
系
列
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
第
一

回
目
に
あ
た
る
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
以
下
の
二
つ
の
文
書
に

依
拠
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

①

F
in
an
cial
S
erv
ice
A
u
th
ority
,
P
rom
otin
g

pu
blic
u
n
d
erstan
d
in
g
offin
an
cialservices:a

strategy

for

con
su
m
er

ed
u
cation
,

C
on
su
ltation
p
ap
er
15,N
ov
em
b
er
1998.

②

F
in
an
cial
S
erv
ice
A
u
th
ority
,
C
on
su
m
er

E
d
u
cation
:
A
strategy
for
prom
otin
g
pu
blic

u
n
d
erstan
d
in
g
of
th
e
fin
an
cial
system
,
M
ay

1999.

な
お
、
次
回
以
降
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、

第
二
回
目
は
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
﹁
金
融
能
力
国
家
戦

略
に
向
け
て
﹂
と
題
す
る
報
告
書
の
公
表
を
契
機
と
し
て

始
ま
っ
た
、
国
家
戦
略
と
し
て
の
金
融
教
育
戦
略
の
策
定

と
推
進
、
そ
の
後
実
施
さ
れ
た
国
民
の
金
融
能
力
に
関
す

る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
と
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
新
た
な

戦
略
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
、
第
三
回
目
は
、
二
〇
〇
八
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年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
財
務
省
と
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
お
よ
び
そ
の
背
景
と
狙
い
に

つ
い
て
採
り
上
げ
る
。
最
後
の
第
四
回
目
は
、
二
〇
〇
八

年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
教
育
評
価
に
か
か
わ
る
消
費

者
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ

る
。一

、
金
融
教
育
の
法
制
化⑴

㈠

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
の
制
定
と
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
設
立

英
国
で
は
、
一
九
九
七
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
政
権
が

成
立
す
る
と
、
直
ち
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
や
金
融
・
資
本

市
場
の
規
制
体
系
を
全
面
的
に
変
革
す
る
方
針
が
打
ち
出

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
従
来
の
業
種
ご
と
の
分
散
型
の

規
制
方
式
か
ら
単
一
の
規
制
機
関
で
あ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス

機
構
︵
Ｆ
Ｓ
Ａ
︶
に
よ
る
規
制
方
式
に
改
め
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
一
九
八
六
年
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
開
始
以

降
、
金
融
自
由
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
銀
行
や
証
券
等
の

従
来
の
枠
組
み
が
崩
れ
て
き
た
こ
と
や
、
業
態
ご
と
の
自

主
規
制
機
関
が
公
益
と
業
界
利
益
の
双
方
を
担
う
こ
と
に

矛
盾
や
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
議
会

を
通
過
し
、
女
王
の
裁
可
を
得
て
成
立
し
た
。
金
融
サ
ー

ビ
ス
市
場
の
も
と
で
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
唯
一
の
規
制
・
監
督

機
関
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
従
来
の
九
つ
の
規

制
・
監
督
機
関
の
役
割
を
引
き
継
ぐ
ほ
か
、
弁
護
士
、
会

計
士
な
ど
の
専
門
職
団
体
及
び
ロ
イ
ズ
保
険
組
合
の
監
督

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
法
的
形
態
は
保
証
有

限
責
任
の
私
的
会
社
で
あ
り
、
そ
の
運
営
費
用
は
主
に
認

可
業
者
か
ら
の
手
数
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
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㈡

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
の
規
制
目
的

こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
法
的
立
場
が
明
確
に
な
る
と
と

も
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
担
う
目
的
に
つ
い
て
も
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
市
場
法
の
規
制
目
的
︵
reg
u
latory
ob
jectiv
es、
あ

る
い
は
、
statu
tory
ob
jectiv
es︶
と
し
て
以
下
の
四
つ

が
明
記
さ
れ
た
。

①

市
場
の
信
頼
性
︵
第
三
条
：
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
信
頼
の
維
持
︶

②

公
衆
の
啓
蒙
︵
第
四
条
：
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
公
衆
の
理
解
増
進
︶

③

消
費
者
の
保
護
︵
第
五
条
：
適
切
な
水
準
の
消
費

者
保
護
の
確
保
︶

④

金
融
犯
罪
の
削
減
︵
第
六
条
：
規
制
業
者
の
業
務

が
金
融
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
の
低
減
︶

こ
れ
ら
の
規
制
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
に

は
次
の
よ
う
な
広
範
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

①

規
則
策
定
：
業
務
基
準
、
規
制
手
続
き
、
消
費

者
・
業
者
の
救
済
な
ど
に
関
わ
る
規
則
及
び
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
策
定

②

認
可
：
業
者
が
特
定
の
規
制
業
務
を
遂
行
す
る
こ

と
を
許
可
す
る

③

監
視
：
調
査
権
限
な
ど
を
行
使
し
て
、
業
務
が
適

切
な
基
準
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
を
監
視

す
る

④

教
育
及
び
訓
練
：
業
者
の
能
力
・
規
制
業
務
に
対

す
る
理
解
向
上
、
金
融
市
場
・
商
品
の
性
質
に
関

す
る
消
費
者
意
識
の
向
上
を
促
進
す
る

⑤

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
：
介
入
・
制
裁
・
訴
追
権

限
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
制
の
実
効
性

を
確
保
す
る

⑥

救
済
：
業
者
へ
の
苦
情
処
理
、
業
者
の
破
綻
な
ど

に
伴
う
損
失
補
償
と
い
っ
た
、
消
費
者
の
救
済
手

段
を
整
備
す
る

証券レビュー 第49巻第２号

─ 126 ─



㈢

﹁
公
衆
の
啓
蒙
﹂
目
的
と
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割

上
述
の
ご
と
く
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
に
よ
っ
て
、

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
公
衆
の
理
解
増

進
、
適
切
な
水
準
の
消
費
者
保
護
の
確
保
と
い
う
法
定
の

目
的
を
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
新
た
な
目
的
を

達

成

す

る

た

め

の

業

務

が
、﹁
消

費

者

教

育
﹂

︵
C
on
su
m
er
E
d
u
cation
︶
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
れ
を
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け

る
公
正
で
効
率
的
な
機
能
を
高
め
る
と
い
う
彼
ら
の
全
体

的
な
規
制
課
題
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
公
衆
の
知
識
水
準
を
勘
案
す
れ
ば
、
消

費
者
教
育
は
、
公
衆
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
認
識
と

理
解
を
喚
起
す
る
た
め
に
必
要
な
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
︵
fi-

n
an
cial
literacy
︶
を
高
め
る
た
め
の
優
先
課
題
を
幅
広

く
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
の
は
、﹁
情
報
に
基
づ
く
判
断
を

行
い
、
資
金
の
活
用
及
び
管
理
に
関
し
て
効
率
的
な
意
思

決
定
を
行
な
う
能
力
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

消
費
者
教
育
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
て
、
法
的
枠
組
み
を

俯
瞰
す
れ
ば
、
ま
ず
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
の
四
つ
の

規
制
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
第
四
条
に
は
公
衆
の
啓
蒙

が
掲
げ
ら
れ
、
ま
た
、
第
一
五
七
条
に
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
つ
い
て
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

第
四
条
︵
公
衆
の
啓
蒙
︶

⑴

公
衆
の
啓
蒙
の
目
的
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
公
衆
の
理
解
を
増
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑵

そ
れ
は
特
に
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
。

⒜

異
な
る
種
類
の
投
資
物
件
又
は
他
の
種
類
の

金
融
取
引
に
付
随
す
る
利
点
と
リ
ス
ク
の
周

知
を
増
進
す
る
こ
と

⒝

適
切
な
情
報
と
助
言
を
提
供
す
る
こ
と

第
一
五
七
条
︵
ガ
イ
ダ
ン
ス
︶

⑴

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
機
構
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
た
情
報
及
び
ア
ド
バ
イ
ス
か
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ら
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
が
出
来

る
。

⒜

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定

さ
れ
た
規
則
の
運
用
に
関
す
る
も
の

⒝

機
構
の
職
務
に
関
連
す
る
事
項
に
関
す
る
も

の

⒞

規
制
目
標
を
満
た
す
た
め
の
も
の

⒟

機
構
に
と
っ
て
情
報
又
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
与

え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
え
る
そ
の
他
の

事
項
に
関
す
る
も
の

⑵

機
構
は
、
こ
の
条
に
基
づ
い
て
機
構
が
与
え
る

こ
と
が
出
来
る
種
類
の
情
報
又
は
ア
ド
バ
イ
ス

を
与
え
る
者
に
対
し
、
財
政
的
又
は
そ
の
他
の

援
助
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
法
的
枠
組
み
は
、

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
活
動
に
幅
広
い
規
模
と
範
囲
を
与
え
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
第
四
条
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

及
び
商
品
に
つ
い
て
の
公
衆
の
理
解
を
増
進
す
る
た
め

に
、
適
切
な
情
報
と
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
る
。

ま
た
第
三
条
に
は
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
﹁
金
融
シ
ス

テ
ム
﹂
の
定
義
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
条
︵
市
場
の
信
頼
性
︶

⑵

﹁
金
融
シ
ス
テ
ム
﹂
と
は
、
連
合
王
国
で
運
営

さ
れ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
を
い
い
、
次
に
掲
げ
る

も
の
を
含
む
。

⒜

金
融
市
場
と
取
引
所

⒝

規
制
業
務
、
及
び

⒞

金
融
市
場
と
取
引
所
に
関
連
す
る
そ
の
他
の

活
動

し
た
が
っ
て
、
消
費
者
教
育
に
関
わ
る
目
的
の
中
に

は
、
規
制
活
動
や
金
融
市
場
及
び
取
引
所
に
つ
い
て
の
公

衆
の
理
解
を
増
進
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
は
、
何
に
金
を
使
い
、
ど
の
程
度
貯
蓄
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や
投
資
を
行
な
い
、
将
来
の
不
慮
の
出
来
事
に
備
え
て
自

衛
す
べ
き
か
ど
う
か
を
、
自
分
自
身
で
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
第
五
条
は
、﹁
消
費
者

は
、
自
ら
の
決
定
に
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
一

般
的
原
則
﹂
に
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
し
て
い
る
。

第
五
条
︵
消
費
者
の
保
護
︶

⑴

消
費
者
保
護
の
目
的
は
、
適
切
な
水
準
の
消
費

者
の
保
護
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑵

い
か
な
る
水
準
の
保
護
が
適
切
か
を
考
慮
す
る

上
で
、
機
構
は
次
に
掲
げ
る
事
項
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒜

異
な
る
種
類
の
投
資
物
件
又
は
そ
の
他
の
取

引
に
は
、
異
な
る
水
準
の
リ
ス
ク
が
含
ま
れ

る
こ
と

⒝

異
な
る
消
費
者
は
異
な
る
種
類
の
規
制
業
務

に
関
連
し
て
お
り
、
異
な
る
水
準
の
経
験
と

知
識
を
有
す
る
こ
と

⒞

消
費
者
が
、
助
言
と
正
確
な
情
報
を
有
す
る

必
要
性

⒟

消
費
者
は
、
自
ら
の
決
定
に
責
任
を
負
う
べ

き
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
原
則

二
、
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
の
Ｆ
Ｓ
Ａ

の
見
解
と
提
言

こ
う
し
た
法
的
な
枠
組
み
の
中
で
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
金
融

に
関
わ
る
消
費
者
教
育
を
進
め
て
い
く
上
で
の
優
先
課
題

及
び
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
果
た
す
役
割
は
何
か
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市

場
の
特
質
と
消
費
者
の
理
解
力
の
レ
ベ
ル
を
前
提
と
し

て
、
短
期
的
・
長
期
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
ど
の

よ
う
に
策
定
す
べ
き
か
等
に
つ
い
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
見
解
を
取

り
ま
と
め
、
そ
れ
を
諮
問
文
書
︵
参
考
文
献
①
︶
と
し

て
、
一
九
九
八
年
七
月
に
公
開
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
以
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下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

㈠

消
費
者
教
育
に
お
け
る
優
先
課
題

こ
の
分
野
に
お
け
る
優
先
課
題
は
何
か
。
一
口
に
消
費

者
と
い
っ
て
も
、
ニ
ー
ズ
、
関
心
、
購
買
力
の
面
で
様
々

で
あ
り
、
情
報
に
対
す
る
需
要
は
、
親
元
か
ら
の
独
立
、

入
学
、
就
職
、
転
職
、
不
動
産
の
購
入
、
結
婚
、
子
供
の

誕
生
、
離
婚
、
近
親
者
と
の
死
別
、
定
年
退
職
な
ど
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
契
機
と
し
て
掘
り
起
こ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
お
い
て
、
消
費
者
は
、
財

務
計
画
の
策
定
︵
fin
an
cial
p
lan
n
in
g
︶
が
必
要
と
な

る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
は
、
客
観
的
で
信
頼
性
の
あ
る
情
報

を
、
消
費
者
が
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

可
処
分
所
得
の
低
い
消
費
者
は
、
高
度
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
よ
り
も
、
借
り
入
れ
や
負
債
の
管
理
に
向
け
た
財
務
計

画
を
必
要
と
し
て
い
る
。
一
方
、
可
処
分
所
得
の
高
い
消

費
者
は
、
情
報
や
助
言
を
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

る
金
融
的
な
資
源
を
所
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
多
数

の
消
費
者
が
か
か
わ
っ
て
い
る
大
衆
市
場
に
お
い
て
は
、

完
全
に
合
理
的
な
理
由
で
、
あ
る
種
の
商
品
は
買
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
消
費
者
が
い
る
一
方
で
、
市
場

に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
馴
染
み
の
無
さ
、
複

雑
さ
、
透
明
性
の
欠
如
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
消
費
者
も

い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
努
力
を
集
中
す
べ
き
な
の
は
、
ま
さ

に
、
大
衆
市
場
に
存
在
す
る
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
で

あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
大
衆
市
場
の
消
費
者
に
、
商
品
及
び

助
言
の
双
方
に
つ
い
て
、
よ
り
主
体
的
で
目
の
肥
え
た
購

入
を
促
す
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
の
提
供
を
支
援
す
べ
き

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
場
で
の
競
争
が
促
進
さ

れ
、
よ
り
透
明
で
良
質
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
促

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
将
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
最
新
で
明
瞭
か
つ
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
が
、
定
期
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的
に
消
費
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
い
う
独

特
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
商
品
を
購
入
し
た
後
に
生
じ
る

諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
消
費
者
支
援
の
た
め
に
役

立
つ
情
報
や
助
言
を
提
供
す
る
よ
う
に
、
外
部
に
向
か
っ

て
働
き
か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え

ば
、
消
費
者
の
権
利
や
責
任
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど

が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

㈡

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
消
費
者
教
育
の
総
合
的
な
戦
略
を
主
導
す

る
、
あ
る
い
は
支
援
す
る
上
で
絶
好
の
位
置
を
占
め
て
い

る
。
そ
れ
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
詳
細

な
知
識
と
理
解
力
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金

融
サ
ー
ビ
ス
業
界
か
ら
は
独
立
し
た
存
在
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
成
功
裏
に
実
行

す
る
こ
と
が
出
来
、
業
界
、
教
育
機
関
、
消
費
者
団
体
、

政
府
及
び
公
衆
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
の
出
来
る
戦
略

を
策
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
戦
略
の
す
べ
て
を
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
消
費
者
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
す

る
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
同
作
業

が
、
不
必
要
な
重
複
作
業
を
回
避
し
、
資
源
を
も
っ
と
も

効
率
的
に
活
用
す
る
上
で
の
助
け
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
は
数
多
い
。
そ

の
多
く
は
、
す
で
に
、
金
融
分
野
に
お
け
る
消
費
者
教
育

に
携
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
と
の
連
携
活
動
は
、
可
能
な
限

り
多
様
な
配
布
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
、
出
来
る
だ
け
幅
広

い
視
聴
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
と
い
う
Ｆ
Ｓ
Ａ
戦

略
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
の
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
個
人
金

融
教
育
グ
ル
ー
プ
︵
P
erson
al
F
in
an
ce
E
d
u
cation

G
rou
p
︶
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
界
の

代
表
者
、
規
制
監
督
当
局
、
政
府
ス
タ
ッ
フ
、
消
費
者
代
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表
、
教
育
者
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
個
人
金
融
教
育
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
が
実
際
に
ど
の

よ
う
に
機
能
す
る
か
を
実
地
に
確
か
め
る
た
め
に
、
学
校

に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
計
画
が
進
行
中
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
︵
N
ation
al
C
u
rricu
lu
m
︶
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
事
例
は
、
年
金
教
育
作
業

グ
ル
ー
プ
︵
P
en
sion
s
E
d
u
cation
W
ork
in
g
G
rou
p
︶

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
七
年
に
、
社
会
保
険
省

︵
D
ep
artm
en
t
of
S
ocial
S
ecu
rity
︶
に
よ
っ
て
、
国
民

の
年
金
知
識
を
高
め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
政
府
に

助
言
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
は
、
年
金
や
金
融
教
育
に
関
心
を
持
つ
広
範
囲

の
団
体
の
代
表
者
が
参
加
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
候
補
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
機
関
、
団
体
等
が

考
え
ら
れ
る
。

業
界
団
体

︱
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
団
体
、
個
別
会

社
、
関
連
機
関
を
含
む
。
た
と
え
ば
、
学
校
で
使
わ
れ
る

教
材
や
消
費
者
向
け
助
言
の
出
版
物
な
ど
は
、
英
国
保
険

業
協
会
︵
A
ssociation
of
B
ritish
In
su
rers,
A
B
I︶、

投
資
信
託
会
社
協
会
︵
A
ssociation
of
In
v
estm
en
t

T
ru
st
C
om
p
an
ies,
A
IT
C
︶、
ユ
ニ
ッ
ト
ト
ラ
ス
ト
＆

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
ド
協
会
、︵
A
ssociation

of
U
n
it
T
ru
st
an
d
In
v
estm
en
t
F
u
n
d
s,A
U
T
IF
︶、

英

国

銀

行

協

会
︵
B
ritish
B
an
k
ers
A
ssociation
,

B
B
A
︶
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
団
体
に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
銀
行
あ
る
い
は
住
宅
金
融
組
合

も
、
学
校
児
童
を
対
象
に
し
た
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

持
っ
て
い
る
。

中
央
政
府
、
地
方
政
府
の
機
関
及
び
代
理
機
関

︱
社

会
保
険
省
、
内
国
歳
入
庁
︵
In
lan
d
R
ev
en
u
e︶、
財
務

省
︵
H
M
T
reasu
ry
︶、
公
正
取
引
庁
︵
O
ffice
of
F
air

T
rad
in
g
,
O
F
T
︶
を
は
じ
め
、
多
く
の
省
庁
は
、
個
人

金
融
教
育
の
促
進
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
年
金
教
育
作
業
グ
ル
ー
プ
の
勧
告
に
沿
っ
て
、
Ｄ
Ｓ
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Ｓ
は
、
す
で
に
、
年
金
や
国
家
年
金
︵
S
tate
P
en
sion
︶

の
見
通
し
に
関
す
る
刊
行
物
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
入
手
可
能

性
を
高
め
る
た
め
の
行
動
に
着
手
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｔ

は
、
広
範
囲
の
消
費
者
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
地
方
政

府
に
お
い
て
は
、
T
rad
in
g
S
tan
d
ard
s
D
ep
artm
en
ts

が
、
し
ば
し
ば
、
消
費
者
情
報
を
提
供
し
、
ま
た
、
そ
の

う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
助
言
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、

地
域
レ
ベ
ル
の
苦
情
処
理
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

助
言
機
関

︱
も
っ
と
も
包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

シ
チ
ズ
ン
ズ
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
︵
C
itizen
s

A
d
v
ice
B
u
reau
x
︶
で
あ
る
。
七
〇
〇
箇
所
の
メ
イ
ン
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
︵
事
務
局
︶
と
一
七
五
九
箇
所
の
出
先
機
関

を
擁
し
、
負
債
及
び
利
益
の
助
言
を
重
視
す
る
傾
向
は
あ

る
が
、
金
融
問
題
を
含
む
無
料
の
一
般
的
助
言
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

消

費

者

団

体

︱
消

費

者

協

会
︵
C
on
su
m
er̓
s

A
ssociation
︶
は
、
協
会
の
雑
誌
﹁
W
h
ich
?﹂
に
個
人

情
報
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
、
消
費
者
理
解
と
情
報
提
供

に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
T
h
e
N
ation
al

C
on
su
m
er

C
ou
n
cil、
C
on
su
m
er

C
on
g
ress、
th
e

N
ation
alF
ed
eration
of
C
on
su
m
er
G
rou
p
な
ど
が
、

消
費
者
ス
キ
ル
の
獲
得
と
い
う
旗
印
の
下
に
、
N
ation
al

C
on
su
m
er
E
d
u
cation
P
artn
ersh
ip
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。

教
育
機
関

︱
T
h
e
C
ity
an
d
G
u
ild
s
of
L
on
d
on

In
stitu
te
は
、
中
等
学
校
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
技
術

を
習
得
し
た
か
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
る
、

資

金

管

理

の
﹁
達

成

状

況
︵
P
rofile

of

A
ch
iev
em
en
t︶﹂
ス
キ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
。

労
働
組
合

︱
特
に
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
で
あ
る
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
教
育
活
動
は
、
労
働
組

合
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
や
事
務
員
の
た
め
の
年
金
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。
個
々
の
労
働
組
合
も
教
育
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
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て
い
る
組
合
の
﹁
R
etu
rn
to
L
earn
﹂
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

教
育
シ
ス
テ
ム
に
乗
り
遅
れ
た
組
合
員
に
対
し
て
、
教
育

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

従
業
員

︱
多
く
の
従
業
員
は
、
定
年
退
職
前
コ
ー
ス

を
す
で
に
受
講
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
財
務
計
画
の
策
定

も
含
ま
れ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア

︱
新
聞
は
、
今
や
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人

金
融
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
て
い
る
。
一
方
、
放
送
局
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人
金
融
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
い

る
。チ

ャ
リ
テ
ィ

︱
こ
の
分
野
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
リ

テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
。
P
roS
h
are
に
よ
る
投
資
ク
ラ

ブ
の
支
援
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

ウ
．
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

Ａ
．

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
特
殊
性
と
消
費
者
理
解
の
現

状

︻
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
特
殊
性
︼

消
費
者
教
育
の
必
要
性
の
論
拠
は
、
公
衆
の
金
融
問
題

へ
の
理
解
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
多
く

の
人
々
は
、
彼
ら
が
手
に
す
る
助
言
や
書
物
を
理
解
し
質

問
す
る
能
力
や
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
金

融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
特
殊
性
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
消
費
者
を
誤
っ
た
販
売
︵
m
iss-sellin
g
︶
の
リ
ス
ク

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
、
リ
ス
ク
を
制
限
す
る
た
め
の
規

制
コ
ス
ト
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
題
の
大
き
さ
は
、
商
品
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た
と
え

ば
、
個
人
年
金
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
こ
の
商
品
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
終
身
保
険
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
商
品

に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
困
難
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
全

般
的
に
見
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
は
、
他
の
財
・
サ
ー
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ビ
ス
市
場
に
比
べ
て
、
よ
り
複
雑
で
透
明
性
に
欠
け
て
い

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
規
制
及
び
教
育
の
必

要
性
を
論
じ
る
場
合
の
論
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
特
殊
性
は
、
消
費
者

が
、
以
下
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い

る
。

⒜

金
融
ニ
ー
ズ
を
特
定
し
、
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る

方
法
を
決
定
す
る
こ
と
。

⒝

選
択
肢
︵
利
用
可
能
な
選
択
︶
の
重
要
性
と
引

き
起
こ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
結
果
を
理
解
す
る
こ

と
。

⒞

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
個
人
的
な
好
み
に
適
合
し

た
商
品
を
選
別
す
る
に
当
た
っ
て
、
効
率
的
で

情
報
に
基
づ
い
た
選
択
を
行
う
こ
と
。

こ
こ
で
言
う
特
殊
性
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る
も
の
を
指

す
。

⒜

情
報
問
題
：
情
報
の
非
対
称
性
︵
asy
m
m
e-

tries
of
in
form
ation
︶
は
、
し
ば
し
ば
、
消

費
者
に
よ
る
金
融
取
引
の
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン

の
評
価
を
困
難
な
も
の
に
す
る
。
金
融
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
、
た
と
え
ば
、
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
・
ト
ラ
ス
ト
と
ユ
ニ
ッ
ト
・
ト
ラ

ス
ト
の
違
い
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
一
方
、
そ
れ
は
、
多
く
の
消
費
者
に
と
っ

て
は
、
馴
染
み
が
な
く
、
わ
か
り
に
く
い
分
野

で
あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
馴
染
み
の

な
い
言
葉
で
書
か
れ
た
わ
か
り
に
く
い
商
品
案

内
を
提
供
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

商
品
設
計
が
複
雑
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
業
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
セ
ク
タ
ー
の
歴
史
的
な
発
展
の
結
果
で
あ

り
、
ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
特
別
税
な
ど
規
制

上
の
対
策
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
消
費
者
が
、

個
々
の
商
品
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
と
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し
て
も
、
一
般
的
な
タ
イ
プ
の
商
品
の
比
較
を

す
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
困
難
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
提
供
さ
れ
て
い
る
基
本
情
報
を

使
っ
て
直
接
的
な
比
較
を
行
う
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

⒝

歴
史
的
要
因
：
戦
後
の
福
祉
政
策
︵
w
elfare

p
rov
ision
︶
が
多
か
れ
少
な
か
れ
意
味
し
た

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
れ
、
病
気
に

か
か
っ
た
り
、
生
計
手
段
を
失
っ
た
り
、
不
測

の
金
銭
的
な
問
題
に
直
面
し
た
人
々
に
、
国
に

よ
る
基
本
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
提
供

さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
が
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中

に

中

核

的

な
﹁
ラ

イ

フ
・
ス

キ

ル
﹂

︵
life-sk
ill︶
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

⒞

将
来
の
ト
レ
ン
ド
：
政
府
は
、
福
祉
政
策
の
見

直
し
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
将
来
、
消
費
者

は
、
徐
々
に
、
所
得
の
確
保
と
退
職
後
の
所
得

に
つ
い
て
、
彼
ら
自
身
の
対
策
を
策
定
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
消

費
者
市
場
は
成
長
す
る
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
未
経
験
者
の
市
場
で
あ
る
。
金
融

に
つ
い
て
の
認
識
と
理
解
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し

な
い
限
り
、
彼
ら
が
必
要
と
す
る
商
品
の
購
入

に
失
敗
し
て
損
害
を
被
る
か
、
悪
質
な
商
品
を

購
入
す
る
と
い
う
大
き
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。

⒟

市
場
の
効
率
性
：
金
融
教
育
は
、
消
費
者
が
市

場
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
正
し
い
疑
問
を
投
げ

か
け
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
助
言
を
購
入
す
る

際
に
、
も
っ
と
効
果
的
に
物
色
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
市
場
に
は

競
争
を
促
す
圧
力
が
加
わ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
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ン
の
利
益
が
享
受
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

︻
消
費
者
理
解
の
現
状
︼

英
国
民
の
多
く
が
、
数
学
の
基
礎
知
識
︵
b
asic
n
u
-

m
eracy
sk
ills︶
に
欠
け
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
行
わ

れ
た
七
カ
国
の
国
際
調
査
に
お
い
て
、
英
国
の
成
人
は
、

数
学
の
基
礎
知
識
で
最
も
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
テ
ス
ト
を
受
け
た
人
々
の
う
ち
、
完
全
に
問
題
を
解

い
た
の
は
、
わ
ず
か
二
〇
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
日
本
の
四
三
％
、
フ
ラ
ン
ス
の
四
〇
％
は
も
と
よ
り

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
三
三
％
︵
下
か
ら
二
番
目
︶
を
も
下

回
っ
て
い
る
。
設
問
は
、
簡
単
な
掛
け
算
、
百
分
率
や
分

数
の
計
算
な
ど
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
必
要
な
基
本
的
な
計

算
を
含
ん
で
い
る
。
別
の
調
査
︵
図
１
参
照
︶
に
よ
れ

ば
、
英
国
の
成
人
の
う
ち
の
半
数
が
、
百
分
率
、
複
利
な

ど
を
理
解
し
て
い
な
い
。
数
学
の
基
礎
知
識
を
教
え
る
こ

と
は
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
で
は
な
い
が
、
多
く
の
消
費
者
が
持
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つ
能
力
レ
ベ
ル
を
認
識
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
必
要
な
重

要
情
報
を
で
き
る
だ
け
明
確
か
つ
簡
単
に
提
供
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

金
融
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
一
般
大
衆
の
理
解
及
び
認

識
の
レ
ベ
ル
に
関
す
る
入
手
可
能
な
定
量
的
な
情
報
は
極

め
て
少
な
い
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
調
査
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
状
に
お
い
て
入
手
で
き
る
情
報
が
示
し
て
い
る
の

は
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
で
あ
る
。

⒜

国
民
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
レ
ベ
ル
が
概
し
て

低
い
こ
と
。

⒝

必
要
性
の
認
識
が
概
し
て
低
い
こ
と
。

⒞

な
に
が
入
手
で
き
、
様
々
な
商
品
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る

レ
ベ
ル
が
低
い
こ
と
。

⒟

彼
ら
が
知
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
し
て
見
つ
け
出
す
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
こ
と
。

⒠

必
要
性
や
状
況
に
照
ら
し
て
、
適
切
に
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
購
入
を
決
定
で
き
な
い
こ
と
。

﹁
金
融
的
に
無
知
で
あ
る
こ
と
の
コ
ス
ト
﹂
の
評
価
は

困
難
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
々
が
、
年
金
支
給
額
の
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
お
ら
ず
、
退
職
後
に
、

彼
ら
の
強
い
願
望
や
期
待
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
く

ら
い
の
貯
蓄
が
必
要
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
一
定
の
成

果
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
何
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
全
国
世
論
調
査
会
社

︵
N
ation
al
O
p
in
ion
R
olls︶
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
公
的

年
金
︵
state
p
en
sion
︶
だ
け
に
頼
る
と
し
て
い
る
の
は

回
答
者
の
わ
ず
か
七
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
方

で
、
回
答
者
の
う
ち
五
五
％
は
公
的
年
金
が
ど
の
程
度
支

給
さ
れ
る
の
か
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
三
八
％
は
退

職
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
の
程
度
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の
年
金
が
必
要
な
の
か
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
最
近
の
生
命
保
険
業
協
会
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
男
性
の
六
〇
％
が
、
公
的
年
金
だ
け
に
依
存
す
る
と

言
う
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
女
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の

割
合
は
も
っ
と
高
く
、
七
五
％
で
あ
っ
た
︵
表
１
参
照
︶。

個
人
投
資
機
構
︵
P
erson
alIn
v
estm
en
t
A
u
th
ority
,

P
IA
︶
の
第
四
回
調
査
﹁
生
命
保
険
及
び
年
金
の
継
続
状

況
﹂
に
よ
れ
ば
、
消
費
者
は
購
入
に
際
し
て
下
手
な
意
思

決
定
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
︵
表
２
参
照
︶。
生
命
保
険

あ
る
い
は
年
金
の
早
期
解
約
は
消
費
者
に
不
利
益
を
も
た

ら
す
。
し
か
し
、
一
九
九
三
年
に
専
属
代
理
店
か
ら
個
人

年
金
を
購
入
し
た
人
の
う
ち
の
四
〇
％
超
が
、
四
年
以
内

に
保
険
料
の
支
払
い
を
中
止
す
る
か
契
約
を
解
除
し
て
い

る
。
独
立
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て

販
売
さ
れ
た
養
老
保
険
の
記
録
は
こ
れ
よ
り
は
良
好
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
失
効
率
は
か
な
り

高
く
、
平
均
的
に
見
れ
ば
、
保
険
契
約
の
一
五
％
以
上
が

四
年
を
超
え
る
こ
と
な
く
失
効
し
て
い
る
。
分
か
ら
な
い

の
は
、
消
費
者
が
、
早
期
解
約
で
何
が
起
こ
る
か
を
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
説
明
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
継
続
率
の
デ
ー
タ

は
、
多
く
の
人
々
が
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
自
覚
す
る
こ
と

な
く
長
期
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ｂ
．

全
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

公
衆
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
進
す
る

た
め
の
様
々
な
活
動
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の

分
野
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
直
接
運
営
の
役
割
を
持
つ
こ
と
に

な
ろ
う
。
他
の
分
野
で
も
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
以
外
に

よ
る
配
布
を
促
進
、
支
援
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
す
ば

ら
し
い
成
果
を
達
成
し
、
こ
う
し
た
指
導
力
の
効
果
を
最

大
に
す
る
た
め
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
業
界
、
事
業
者
団
体
、

消
費
者
グ
ル
ー
プ
、
労
働
組
合
、
教
育
セ
ク
タ
ー
及
び
メ
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67 60 75

投資あり 55 60 49

投資なし 45 40

女性（％）男性（％）合計（％）

51

18 14

企業年金（非拠出型） 5 6 4

個人年金 14 17 11

その他年金 33 40 25

年金なし

22

（出所） 生命保険業協会：MarketMinder Investment Survey 1997.

表１ 英国における年金受給（1997年）

52 48

企業年金（拠出型）

100

76.860.285.0終身保険

70.591.556.784.1個人年金

専属代理店

92.4

独立フィナンシャル・アドバイザー

（出所）「第４回生命保険及び年金継続調査」、個人投資機構、1998年10月。

表２ 生命保険及び年金の継続状況

４年後４年後１年後

％％％％

83.894.476.791.7養老保険

１年後



デ
ィ
ア
と
協
調
し
て
作
業
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
諮
問
を
受
け
て
、
外
部
協
力

者
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
と
協
調
し
な
が
ら
最
大
の
効
果
を

付
け
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
分
野
に
作
業
を
集
中
す
る
。

Ｃ
．

短
期
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン

短
期
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
既
存
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
︵
先
駆
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
︶
の
上
に
構
築
さ
れ
、
す
で
に
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
。

提
言
に
関
す
る
協
議
：
資
金
運
用
協
議
会
︵
M
on
ey

M
an
ag
em
en
t
C
ou
n
cil︶
と
共
同
で
組
織
化
し
た
公
開

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
提
言
す
る
消
費
者
教
育

戦
略
に
関
す
る
協
議
に
着
手
。

消
費
者
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
主
要
業
界
、
政
府
、
消
費

者
及
び
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
代
表
者
の
参
加

を
得
て
、
既
存
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
基
に
作
ら
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の

主
催
で
定
期
的
に
開
催
。
開
催
目
的
は
、
全
体
的
な
公
衆

の
啓
蒙
／
消
費
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
統
合
し
、
既
存
の

計
画
化
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
最
良
に
適
合
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
特
定
す
る
こ
と
に

あ
る
。

調
査
及
び
最
新
の
情
報
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
確
定
：
消
費

者
の
金
融
ニ
ー
ズ
、
理
解
及
び
意
識
、
適
切
な
情
報
及
び

助
言
チ
ャ
ネ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
認

識
の
中
の
重
要
な
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
、
消

費
者
調
査
を
委
嘱
。
こ
の
調
査
は
、
す
で
に
実
施
済
の
関

連
調
査
に
も
配
慮
し
て
、
包
括
的
な
情
報
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

を
提
示
し
、
一
定
の
間
隔
で
、
長
期
に
わ
た
り
モ
ニ
タ
ー

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

︵
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
は
、
一
九
九
九
年
一
月
ま
で
に
承

認
及
び
委
託
︶。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
：
公
衆
の
認
識
を
高
め
、
消
費
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者
情
報
及
び
助
言
を
提
供
し
、
公
平
で
、
情
報
に
基
づ

く
、
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
た
一
般
的
な
金
融
助
言

︵
g
en
eric
fin
an
cial
ad
v
ice︶
の
信
頼
で
き
る
ソ
ー
ス
と

し
て
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、

英
国
全
土
で
三
箇
所
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
お
膳
立

て
し
、
運
営
す
る
︵
一
九
九
九
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
ま
で

に
、
三
箇
所
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
目
指

す
︶。印

刷
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
：
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
読
者
に
関

わ
り
の
あ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
ブ
ラ
ン

ド
の
つ
い
た
印
刷
物
を
配
布
す
る
た
め
に
、
プ
リ
ン
ト
メ

デ
ィ
ア
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
。
こ
れ
は
、
ま
た
、

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
の
公
衆
の
意
識
を
高
め
る
た
め

に
役
立
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
相
談
窓
口
：
来
る
べ
き
Ｆ
Ｓ
Ａ
事
務
所
統
合

へ
の
動
き
を
受
け
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
の

認
識
の
高
ま
り
を
背
景
と
す
る
需
要
の
増
加
に
見
合
う
、

よ
り
大
規
模
な
相
談
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
着
手
す
る

︵
一
九
九
九
年
春
ま
で
に
着
手
︶。

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
：
個
人
金
融
教
育
グ
ル
ー
プ

︵
P
erson
al
F
in
an
ce
E
d
u
cation
al
G
rou
p
︶、
資
格
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
庁
︵
Q
u
alification
s
an
d
C
u
rricu
lu
m

A
u
th
ority
︶
と
の
共
同
作
業
を
継
続
す
る
。
こ
れ
は
、

学
校
の
児
童
、
継
続
教
育
︵
F
u
rth
er
E
d
u
cation⑵

︶
の

生
徒
、
高
等
教
育
︵
H
ig
h
er
E
d
u
cation
︶
の
学
生
の
た

め
に
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
及
び
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的

な
理
解
を
、
中
核
的
ラ
イ
フ
・
ス
キ
ル
︵
k
ey
life
sk
ill︶

と
し
て
教
育
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う

見
解
に
基
づ
い
て
い
る
。

基
本
情
報
の
公
開
：
多
く
の
使
い
や
す
い
教
育
出
版
物

の
開
発
。
教
材
は
、
当
初
、
チ
ラ
シ
、
フ
ァ
ク
ト
シ
ー

ト
、
カ
タ
ロ
グ
、
チ
ャ
ー
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
ケ
ー
ス
・
ス

タ
デ
ィ
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
教
材

は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
公
式
調
査
事
務
所
、
新
た
な
消
費
者
ウ
ェ
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ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
経
由
し
て
広
く
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
︵
一
九
九
八
年
末
ま
で
に
、
三
か
ら
四
の
公
開
を
目

指
す
︶。

Ｄ
．

長
期
的
な
展
開

上
記
の
短
期
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
大
部
分
が
、

す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
る
作
業
の
継
続
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
以
下
に
掲
げ
た
リ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
新
し
い

ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
協
議
を
提
唱
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
れ
ら
が
消
費
者
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
通
じ
て
前
進
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

職
場
で
の
学
習
：
雇
用
者
、
事
業
者
団
体
、
労
働
組

合
、
教
育
機
関
と
の
共
同
作
業
。
こ
れ
は
、
総
合
的
な
生

涯
学
習
戦
略
の
一
部
と
し
て
、
資
金
管
理
技
術
及
び
商
品

認
識
の
た
め
の
場
所
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
た
め
の
消
費
者
サ
ポ
ー
ト
：
シ
チ
ズ

ン
ズ
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
協
会
︵
N
ation
al

A
ssociation
of
C
itizen
s
A
d
v
ice
B
u
reau
x
︶
な
ど
と

協
力
し
て
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
す
る
。
当
該
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
最
前
線
の
消
費
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
た
め

に
、
資
金
管
理
、
予
算
、
基
礎
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
助
言
、
消
費
者
の
権
利
と
責
任
な
ど
に
関
し
て
、
基

礎
的
な
事
実
に
基
づ
く
情
報
と
、
訓
練
資
源
を
提
供
す
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
一
般
的
な

も
の
で
あ
り
、
特
別
の
行
動
計
画
や
特
定
の
商
品
を
推
奨

す
る
も
の
で
は
な
い
。

放
送
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
：
人
生
に
お
い
て
金
融
ニ
ー
ズ

が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
を
確
認
し
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
に

つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
提

携
し
て
、
全
て
の
チ
ャ
ネ
ル
に
ま
た
が
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
。

市
民
相
談
窓
口
：
引
き
続
き
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

わ
る
一
般
的
な
消
費
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
要
求
に
広

く
対
応
す
る
最
新
技
術
を
利
用
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
市

英国における金融教育⑴ ＦＳＡ主導による「金融に関する消費者教育」への取り組み

─ 143 ─



民
相
談
窓
口
︵
F
S
A
’s
p
u
b
lic
en
q
u
iry
p
oin
t︶
を
包
括

的
な
一
般
金
融
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
消
費
者
相
談
サ
ー
ビ
ス

︵
C
on
su
m
er
H
elp
lin
e
S
erv
ises︶
に
発
展
さ
せ
る
。

対
話
式
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
：
人
々
が
家
庭
で
利
用
す
る

こ
と
が
出
来
る
、
ク
リ
ア
で
シ
ン
プ
ル
か
つ
魅
力
的
な
情

報
や
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
た
め
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
専
用
の
消
費

者
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
他
の
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
チ
ャ
ネ
ル

を
通
じ
て
入
手
可
能
な
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
使
い
や
す

く
、
対
話
式
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
推
進
す
る
。

比
較
情
報
：
消
費
者
が
効
率
的
な
選
別
が
で
き
る
よ
う

に
、
業
界
や
消
費
者
代
表
と
協
議
の
上
、
基
本
的
な
指
標

の
範
囲
、
通
常
購
入
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
比

較
デ
ー
タ
や
コ
ス
ト
・
デ
ー
タ
を
設
定
し
公
表
す
る
。

ク
オ
リ
テ
ィ
：
情
報
の
明
確
さ
を
高
め
、
顧
客
サ
ー
ビ

ス
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
に
業
界
と
共
同
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
着
手
す
る
。

商
品
理
解
の
向
上
：
政
府
、
消
費
者
代
表
、
金
融
サ
ー

ビ
ス
業
界
代
表
と
協
力
し
て
、
一
般
大
衆
に
と
っ
て
理
解

し
易
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
提
供
す
る
た
め
の
作

業
。
た
と
え
ば
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
年
金
教
育
作
業
グ
ル
ー
プ

と
協
力
し
て
、
年
金
商
品
に
関
し
て
、
情
報
の
標
準
化
と

簡
素
化
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
公
衆
の

理
解
を
増
進
さ
せ
る
た
め
の
戦
略

上
記
の
諮
問
文
書
︵
Ｃ
Ｐ

︶
に
対
し
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
一

15

〇
三
通
に
及
ぶ
回
答
を
受
け
取
っ
た
。
様
々
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
が
、
回
答
の
大
部
分
は
、
消
費
者
教
育
に
つ
い

て
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
及
び
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
規
制
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
提
案
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
Ｆ

Ｓ
Ａ
は
、
諮
問
文
書
に
対
す
る
様
々
な
意
見
を
勘
案
し
つ

つ
、
消
費
者
教
育
戦
略
の
見
直
し
を
行
な
い
、﹁
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
﹂
と
﹁
消
費
者
へ
の
情
報
提
供
及
び
助
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言
﹂
を
柱
と
す
る
消
費
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
、
そ

れ
ら
を
ポ
リ
シ
ー
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
う
え
で
、
一
九
九
九
年
五
月
に
公
表
し
た
︵
一
二
四

頁
、
参
考
文
献
②
︶。

こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
︵
そ

し
て
将
来
の
︶
英
国
の
消
費
者
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
方

向
付
け
る
も
の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
以
下
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。

㈠

公
開
諮
問
へ
の
回
答
を
勘
案
し
た
消
費
者
教
育
戦
略

の
見
直
し

Ａ
．

規
制
目
的
の
解
釈

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、﹁
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
公
衆
の
理
解

を
増
進
す
る
﹂
と
い
う
法
定
の
目
的
を
付
与
さ
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
目
的
が
、
金
融
ニ
ー
ズ
に
関
し

て
、
情
報
に
基
づ
く
選
択
を
行
な
う
た
め
の
国
民
の
能
力

を
高
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
﹁
消
費
者
教

育
﹂
と
呼
ん
で
い
る
プ
ロ
セ
ス
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
諮
問
文
書
の
回
答
者
の
九
〇
％
以
上

が
、
こ
の
法
定
目
的
と
そ
の
取
り
組
み
に
お
け
る
Ｆ
Ｓ
Ａ

の
役
割
を
支
持
し
た
。
こ
れ
ら
の
支
持
者
は
ま
た
、
Ｆ
Ｓ

Ａ
の
付
託
さ
れ
た
権
限
の
解
釈
に
つ
い
て
も
賛
意
を
示
し

て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
諮
問
に
対
す
る
様
々
な
意
見
を
受
け
て
、

付
託
さ
れ
た
権
限
の
解
釈
に
つ
い
て
の
詳
細
な
再
吟
味
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
消
費
者
教
育
の
大

き
な
目
的
が
、
消
費
者
が
情
報
に
基
づ
く
選
択
を
行
な
う

た
め
の
手
助
け
を
行
な
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
て

消
費
者
圧
力
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
競
争
が
促
進

さ
れ
、
改
革
が
も
た
ら
さ
れ
、
貨
幣
の
ク
オ
リ
テ
ィ
と
価

値
が
高
ま
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、﹁
金
融
リ
テ
ラ
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シ
ー
﹂︵
fin
an
cial
literacy
︶
及
び
﹁
消
費
者
へ
の
情
報

と
助
言
﹂︵
con
su
m
er
in
form
ation
an
d
ad
v
ice︶
と

い
う
二
つ
の
目
標
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

﹁
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
﹂
は
、
個
人
個
人
が
情
報
に
基
づ
い

た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
と
な
り
、
効
率
的
な
財
務
管

理
を
行
な
う
た
め
に
必
要
な
知
識
、
理
解
力
、
ス
キ
ル
を

彼
ら
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
教
育
計
画

と
教
材
の
開
発
を
推
進
し
、
学
習
者
に
対
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
機
会
を
提
供
す
る
。

①

個
人
金
融
︵
p
erson
al
fin
an
ce︶
と
の
関
連
で

数
学
的
能
力
、
リ
テ
ラ
シ
ー
及
び
Ｉ
Ｔ
技
術
を
習

得
す
る
機
会
。

②

借
り
入
れ
や
負
債
な
ど
様
々
な
形
態
の
資
金
の
特

質
や
活
用
に
つ
い
て
の
理
解
を
高
め
る
機
会
。

③

金
融
情
報
や
助
言
に
ア
ク
セ
ス
し
、
解
釈
し
、
質

問
し
、
評
価
す
る
方
法
を
習
得
す
る
機
会
。

④

金
融
に
か
か
わ
る
意
思
決
定
の
結
果
に
つ
い
て
学

び
、
消
費
者
の
権
利
及
び
義
務
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
。

⑤

特
定
の
金
融
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
適
切
な
ソ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
を
選
択
す
る
た
め
に
必
要
な
、
リ
ス
ク
及

び
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
比
較
評
価
す
る
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
。

﹁
消
費
者
へ
の
情
報
と
助
言
﹂
は
、
消
費
者
が
財
務
計

画
を
策
定
し
、
情
報
に
基
づ
く
選
別
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
公
平
で
一
般
的
な
情
報
と
助
言
︵
im
p
ar-

tial
an
d
g
en
eric
in
form
ation
an
d
ad
v
ice︶
を
提
供

す
る
こ
と
で
あ
り
、
個
別
商
品
の
指
図
や
推
奨
を
す
る
こ

と
で
は
な
い
。
こ
こ
に
言
う
一
般
的
な
情
報
と
助
言
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。

①

財
務
計
画
が
必
要
か
ど
う
か
を
消
費
者
が
決
め
る

際
に
助
け
と
な
る
情
報
及
び
助
言
。

②

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
商
品
の
タ
イ
プ
を

決
め
る
際
に
助
け
と
な
る
情
報
及
び
助
言
。
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③

専
門
的
助
言
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
そ
の
最
良
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
及
び
助
言
。

④

消
費
者
に
彼
ら
の
権
利
と
責
任
を
意
識
さ
せ
、
状

況
が
悪
化
し
た
場
合
に
何
を
す
る
か
を
意
識
さ
せ

る
た
め
の
情
報
及
び
助
言
。

⑤

消
費
者
に
、
彼
ら
が
様
々
な
商
品
を
評
価
し
見
分

け
る
た
め
に
役
に
立
つ
比
較
情
報
を
意
識
さ
せ
、

彼
ら
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
商
品
は
何
か
を
決
め

る
際
に
助
け
と
な
る
情
報
及
び
助
言
。

Ｂ
．

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割

諮
問
文
書
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
彼
ら
の
役
割
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
消
費
者
教
育
の
総
合
的
な
戦
略
を
主
導
す
る
あ

る
い
は
支
援
す
る
た
め
の
絶
好
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
詳
細
な

知
識
と
理
解
力
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
業
会
か
ら
は
独
立
し
た
存
在
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
成
功
裏
に
実
行
が
可
能

で
、
業
界
、
教
育
機
関
、
消
費
者
団
体
、
政
府
及
び
公
衆
の

信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
の
出
来
る
戦
略
の
策
定
が
可
能
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
戦
略
の
す
べ
て
を

遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
消
費
者
教
育
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
共
同
作
業
が
、
不
必
要
な
重
複
作
業
を
回
避
し
、
資
源
を

も
っ
と
も
効
率
的
に
利
用
す
る
上
で
の
助
け
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

こ
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
多
く
の
回

答
者
の
賛
同
を
得
た
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
第
一
五
七

条
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
提
供
に
対
す
る
財
政

的
支
援
あ
る
い
は
そ
の
他
の
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
自
分
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
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を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
国
、
地
方
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
産
業
界
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を

取
り
込
む
活
動
に
つ
い
て
も
、
極
め
て
弾
力
的
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
支
援
可
能
な
枠
組
み

を
以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

①

そ
れ
が
適
切
な
場
合
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
配
布
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

②

そ
れ
が
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
狙
い
と
法
定
目
的
に
一
致
し
て

い
る
場
合
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
以
外
の
機
関
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
配
布
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。

③

生
涯
学
習
、
業
界
人
の
た
め
の
大
学
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
や
政
府
の
消
費
者
戦
略
な
ど
関
連
す
る

外
部
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。

Ｃ
．

優
先
課
題

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
は
、﹁
公
衆
の
啓
蒙
﹂
目
的
の

範
囲
を
、﹁
公
衆
の
理
解
を
増
進
す
る
こ
と
﹂
と
定
義
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
範
な
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
保
有
し
て
い
る
資
源
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
そ
れ
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぐ
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
の
人
々
や
ど

の
よ
う
な
消
費
者
教
育
分
野
を
最
優
先
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
る
か
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
し
っ
か
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み

込
む
こ
と
、
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど
の
回
答
者
に
よ
っ
て
言
及

さ
れ
た
優
先
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
狙
い
は
、
全
て
の
子

供
た
ち
が
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
て
卒
業
す
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、

将
来
、
自
分
自
身
で
財
務
計
画
を
策
定
す
る
と
き
に
必
要

と
な
る
知
識
、
基
本
的
ス
キ
ル
、
そ
し
て
理
解
力
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
も
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
こ
れ

が
、
法
定
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
効
果
的

で
、
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
機
会
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の
な
か
っ
た
大
人
に
つ
い
て
も
、
直
接
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
広
く
見
ら
れ
た
。
こ
の

場
合
、
受
け
入
れ
可
能
な
優
先
課
題
は
、
財
務
計
画
の
必

要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
、
経
験
不
足
の
﹁
傷
付
き
易

い
﹂
消
費
者
︵
‘v
u
ln
erab
le’
con
su
m
ers︶
で
あ
る
。

特
に
、
十
分
な
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
低
所
得
で
経
験

不
足
の
消
費
者
を
対
象
に
す
べ
き
だ
と
い
う
回
答
が
目

立
っ
た
。

リ
テ
ー
ル
大
衆
市
場
に
対
し
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
付
託
さ
れ
た

消
費
者
教
育
の
権
限
を
限
定
す
る
と
い
う
提
案
に
つ
い
て

は
、
広
く
支
持
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

の
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
は
市
場
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
そ
れ
が
効
率
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
規
制
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
ば
か
り
で
は
な
く
、
個
人
金
融
︵
p
erson
al
fi-

n
an
ce︶
も
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
支
持
さ
れ

た
。
回
答
者
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
モ
ー
ゲ
ー
ジ
、
借
り
入
れ
、

負
債
と
い
っ
た
分
野
に
か
か
わ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
意
見
に
同
意
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ら
の
分
野
が
消
費
者
の
財
務
計
画
策
定
ニ
ー
ズ
の
重
要
な

側
面
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
資
金
を
蓄
え
る
能
力
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。

消
費
者
が
、
金
融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
と
し

て
、
か
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
や
個
人
的
な
好
み
に
マ
ッ
チ
す
る

も
の
を
物
色
︵
sh
op
arou
n
d
︶
し
、
情
報
に
基
づ
く
意

思
決
定
を
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
理
解
力
、
ス
キ
ル

を
強
化
す
る
た
め
の
特
別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

つ
い
て
、
回
答
者
は
、
そ
れ
が
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
商

品
を
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
購
入
す
る
か
を
決
め
る
た

め
に
必
要
な
、
消
費
者
へ
の
公
平
で
基
本
的
な
情
報
の
提

供
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
Ｆ

Ｓ
Ａ
の
見
解
は
、
回
答
者
の
間
で
広
く
支
持
さ
れ
た
。

回
答
者
は
、
概
し
て
、
消
費
者
の
情
報
に
対
す
る
需
要
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が
、
家
族
か
ら
の
独
立
、
入
学
、
就
職
あ
る
い
は
転
職
、

不
動
産
の
購
入
、
結
婚
、
子
供
の
誕
生
、
離
婚
あ
る
い
は

死
別
、
定
年
退
職
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
消
費
者
調
査
を
通
じ
て
、
多

く
の
人
々
が
公
有
財
産
の
中
で
す
で
に
入
手
可
能
に
な
っ

て
い
る
情
報
の
宝
庫
に
ア
ク
セ
ス
し
た
く
な
い
、
あ
る
い

は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
詳
細
に
調
べ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
見
解
に
同
意
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
諮
問
文
書
へ
の
回
答
を
も
と
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ

は
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ

る
こ
と
が
、
長
期
的
に
は
、
極
め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
回
答
者
の
意
見
に
同
意

し
、
こ
れ
を
最
優
先
課
題
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
同

時
に
、
長
期
的
に
も
短
期
的
に
も
、
す
で
に
大
人
に
な
っ

て
い
る
人
々
に
直
接
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
引
き
続
き

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
が
完
全
に
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
ら

れ
、
一
四
歳
か
ら
一
九
歳
の
資
格
認
定
に
組
み
込
ま
れ
た

と
し
て
も
、
大
人
の
た
め
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
が
、
大
人

の
消
費
者
が
進
化
す
る
た
め
の
唯
一
の
拠
り
所
で
あ
り
う

る
か
ら
で
あ
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
豊
富
な
経
験
を
持
つ
金
融
商
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
の
購
入
者
と
高
所
得
グ
ル
ー
プ
の
消
費
者
を
除
外
す

る
つ
も
り
は
な
い
が
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
教
材
に
つ

い
て
は
、
経
験
不
足
の
﹁
傷
付
き
や
す
い
﹂
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
置
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
グ

ル
ー
プ
は
、
回
答
者
及
び
政
府
の
双
方
に
よ
っ
て
、
優
先

課
題
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
、
経
験
不
足
の
金
融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
者
、
十
分
な
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
々
、
そ
し
て
、

低
所
得
層
の
人
々
を
含
め
る
こ
と
と
し
、
教
材
の
内
容
を

こ
の
優
先
グ
ル
ー
プ
の
理
解
水
準
に
合
わ
せ
、
も
っ
と
も

効
率
的
な
方
法
で
そ
れ
を
彼
ら
に
届
け
る
よ
う
に
し
た
い
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と
考
え
て
い
る
。

諮
問
へ
の
回
答
者
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
主
な
目
的
が
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
も
っ
と
も
大
き
な
分
野
に
か
か
わ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
見
解
を
支
持
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
優
先
課
題
は
、
専
門
家
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
な
く
、
リ
テ
ー
ル
市
場
の
消
費
者
に
対
し
て

情
報
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

リ
テ
ー
ル
市
場
で
は
、
消
費
者
は
相
対
的
に
経
験
不
足
で

あ
り
、
ま
た
、
情
報
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
上
、
そ
こ
に
は
、
理
解
力
と
知
識
の
欠
如
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
、
消
費
者
に
と
っ
て
最
大
の
直
接
的
な
リ
ス

ク
が
存
在
す
る
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
情
報
及
び
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
文
脈
内
に
設
定
す
る
た
め
に
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
規
制

を
受
け
て
い
な
い
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
、
借
り
入
れ
、
負
債
な

ど
の
リ
テ
ー
ル
分
野
に
も
手
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

Ｄ
．

情
報
及
び
助
言
の
提
供
に
お
け
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割

独
立
し
た
、
業
界
に
は
属
さ
な
い
情
報
源
か
ら
の
明

瞭
、
単
純
で
信
頼
し
得
る
情
報
及
び
助
言
へ
の
容
易
な
ア

ク
セ
ス
は
、
多
く
の
消
費
者
が
彼
ら
の
長
期
目
標
を
明
確

に
定
め
、
財
務
計
画
を
作
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
。
Ｆ
Ｓ

Ａ
が
公
平
か
つ
信
頼
で
き
る
一
般
的
な
消
費
者
向
け
情
報

と
助
言
の
直
接
的
な
提
供
者
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
広
げ

る
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
は
、
強
い
支
持
が
あ
っ
た
。
Ｆ

Ｓ
Ａ
の
既
存
の
電
話
相
談
窓
口
を
基
に
し
た
中
央
紹
介

サ
ー
ビ
ス
︵
cen
tral
referral
serv
ice︶
の
開
設
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
回
答
者
が
望
ま
し
い
と
回
答
し
て
い

る
。し

か
し
、
業
界
を
中
心
と
し
て
、
こ
う
し
た
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
の
﹁
危
険
性
﹂
に
つ
い
て
懸
念
す
る
向
き
も
あ
っ

た
。
特
に
、
回
答
者
は
、
商
品
タ
イ
プ
に
つ
い
て
の
一
般

的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
専
門
的
助
言
機
関
か
ら
の
個
別
商
品

に
つ
い
て
の
特
定
の
﹁
投
資
助
言
﹂
と
の
間
に
境
界
線
が

英国における金融教育⑴ ＦＳＡ主導による「金融に関する消費者教育」への取り組み

─ 151 ─



明
確
に
引
か
れ
、
専
門
業
者
と
同
様
に
、
消
費
者
に
よ
っ

て
も
完
全
に
そ
れ
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

個
々
の
商
品
の
適
格
性
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
助
言
と

特
定
の
投
資
助
言
の
間
に
は
い
わ
ゆ
る
﹁
灰
色
分
野
﹂
が

存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
、
消
費
者
は
、
ど

の
商
品
が
彼
ら
に
と
っ
て
も
っ
と
も
適
切
な
商
品
で
あ
る

か
に
つ
い
て
の
投
資
助
言
を
与
え
ら
れ
て
き
た
と
信
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
仮
に
、
人
々
が
、
一
般
的
助
言
を
、
彼
ら
の
個
人
的

な
状
況
に
不
適
切
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
、
Ｆ

Ｓ
Ａ
へ
の
信
頼
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
一
般
的
助
言
は
、
全
て
、
明
確
な
免

責
条
項
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
特
定
の
投
資
助
言

チ
ャ
ネ
ル
は
、
優
れ
た
道
路
標
識
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

見
解
は
支
持
さ
れ
て
い
る
。
消
費
者
が
特
定
の
助
言
を
強

く
望
み
、
そ
れ
が
入
手
で
き
な
い
場
合
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
こ
う
し
た
消
費
者
の
希
望
を
満
た
す
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
業
界
回

答
者
の
中
に
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
い
か
な
る
助
言
も
与
え
る
べ

き
で
は
な
く
、
情
報
の
提
供
に
限
定
す
べ
き
だ
と
い
う
考

え
を
支
持
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
回
答
者
の
懸
念
に
留
意
し
て
、
先
に
進
む

前
に
、
こ
の
分
野
の
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
す
で

に
、
個
人
金
融
に
お
け
る
消
費
者
向
け
助
言
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
実
態
分
析
に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
機
関

に
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
を
委
嘱
し
、
消
費
者
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
情
報
及
び
助
言
に
つ
い
て
の
意
見
や
ど
う
い
う

手
段
で
そ
れ
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

Ｅ
．

消
費
者
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
主
要
業
界
、
政
府
、
消
費
者
及
び
そ
の
他

利
害
関
係
者
の
代
表
を
含
む
既
存
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

上
に
構
築
さ
れ
る
消
費
者
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立
を
提
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案
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
こ
の
分
野
に
お
け
る
主
導
的
な
役
割

を
確
立
す
る
こ
と
を
支
援
し
、
利
害
関
係
者
を
戦
略
の
設

定
と
そ
の
実
施
に
引
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立
に
つ
い
て
は
強
い
支
持
が
寄

せ
ら
れ
、
多
く
の
回
答
者
が
、
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
関

心
を
示
し
た
。
当
該
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
現
在
、
臨
時
の
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
設
立
さ

れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
教
育
戦
略
及
び
そ
の
実
施
に
関

し
て
助
言
す
る
た
め
の
体
系
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持
つ
よ

う
に
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ

は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
少
な
く
と
も
三
ヶ
月
に
一
度

の
頻
度
で
開
催
さ
れ
、
必
要
な
ら
ば
メ
ン
バ
ー
が
も
っ
と

し
ば
し
ば
相
談
に
あ
ず
か
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
が
付
託
さ
れ
た
﹁
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
公

衆
の
理
解
﹂
を
促
進
す
る
と
い
う
権
限
は
、
公
衆
の
啓
蒙

と
消
費
者
教
育
に
関
す
る
将
来
の
作
業
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｓ

Ａ
に
重
要
で
や
り
が
い
の
あ
る
役
割
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
消
費
者
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
特
別
助
言
グ
ル
ー
プ

は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
他
の
作
業
と
の
連
携
が
確
立
さ

れ
維
持
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｆ
．

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
教
育
活
動
の
有
効
性
の
モ
ニ
タ
ー

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
そ
の
資
源
を
効

率
的
か
つ
費
用
効
率
の
高
い
方
法
で
活
用
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
消
費
者
教
育
の
伸
展
は
新
た
な
出
発
で
あ
り
、

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
回
答
者
に
対
し
て
、
そ
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
い

か
な
る
方
法
で
評
価
す
る
か
、
ま
た
、
何
が
﹁
成
功
﹂
の

構
成
要
素
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
て
い

る
。も

っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
効
果
測
定
方
法
は
、
定
性

的
、
定
量
的
な
消
費
者
調
査
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
消
費
態

度
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
消
費
行
動
も
含
め
て
の
調
査
で
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あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
そ
の
消
費
者
保
護
及
び
教
育
面
に
お
け

る
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
の
高
ま
り
が
、
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
年
金
や
終
身
保
険
な
ど
の
商

品
の
継
続
率
の
変
化
の
理
由
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
の

必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
金
銭
的
な
損
失

を
被
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
が
保
険
料
の
支
払
を
や

め
、
あ
る
い
は
契
約
を
解
約
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
で
あ
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
に
と
っ
て
心
配
の
種
で
あ
り
、
多
く
の
回
答
者

も
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
因
果
関
係
の
特
定
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
、
観
察
さ
れ
た
変
化
が
、

消
費
者
教
育
の
成
功
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
経
済
環

境
の
変
化
な
ど
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
ど
の
程
度
確
か
な
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

成
功
︵
計
測
さ
れ
た
︶
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
の

が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
五
年
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た

と
し
て
も
、
消
費
者
の
理
解
力
、
態
度
、
行
動
の
レ
ベ
ル

に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
消
費
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
費
用
対
効
果

を
注
意
深
く
モ
ニ
タ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
に

ま
っ
た
く
賛
成
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
完
全
に
実
施
す
る

前
に
、
新
た
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
試
験
的
に
実
施
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
要
な
資
源
が
コ
ミ
ッ
ト
さ
れ

る
前
に
、
費
用
が
注
意
深
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
効
果

が
算
定
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
教
育
部
︵
C
on
su
m
er
E
d
u
cation

D
ep
artm
en
t︶
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
数
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
定
期
的
な
レ
ビ
ュ
ー
の
も
と
で
、
作

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
費
用
と
効
果
を
監
視
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
計
測
す
る
必
要
の
あ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
公
衆
の
意

識
と
態
度
の
変
化
で
あ
る
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
消
費
者
行

動
、
た
と
え
ば
、
年
金
や
終
身
保
険
の
継
続
率
に
関
す
る

調
査
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
析
す
る
う
え
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で
役
に
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

㈡

消
費
者
教
育
の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
．

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

︻
学
校
に
お
け
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
︼

一
九
九
八
年
一
二
月
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
う
る
か
に

つ
い
て
の
提
案
を
含
む
政
策
文
書
︵
一
二
四
頁
、
参
考
文

献
①
︶
を
起
草
し
た
。
こ
れ
は
、
資
格
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
庁

︵
Q
u
alification
s
an
d
C
u
rricu
lu
m
A
u
th
ority
,Q
C
A
︶

及
び
教
育
雇
用
省
︵
Ｄ
ｆ
Ｅ
Ｅ
︶
に
よ
っ
て
前
向
き
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
、
実
際
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル

ズ
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
･
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
始

ま
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
及
び
そ
れ
に

投
入
さ
れ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
関
す
る
協
議
に
参
加
し
て
い

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
〇
学
年
度
に
施
行
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
提
案
に
対
し
て

は
、
財

務

省
、
社

会

保

険

省
、
貿

易

産

業

省

︵
D
ep
artm
en
t
of
T
rad
e
an
d
In
d
u
stry
,
D
T
I︶
な
ど

の
省
庁
か
ら
強
い
支
持
が
寄
せ
ら
れ
、
教
育
雇
用
省
及
び

資
格
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
庁
か
ら
は
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
改

定
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
む
と
い
う
確
約
を
受
け
て
い

る
。
資
格
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
庁
は
、
個
人
金
融
を
組
み
入
れ

る
方
法
を
研
究
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
新
た
な
作
業
ス

キ
ー
ム
に
関
し
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
全
面
的
な
共
同
作
業
を
行

な
う
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
S
cottish
C
on
su
ltativ
e
C
ou
n
cilか
ら
、

か
れ
ら
が
提
案
す
る
﹁
金
融
能
力
の
た
め
の
教
育
﹂

︵
E
d
u
cation
for
F
in
an
cial
C
ap
ab
ility
︶
を
め
ぐ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
協
議
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
個
人
金
融
教
育
グ
ル
ー
プ

︵
P
erson
al
F
in
an
cial
E
d
u
cation
G
rou
p
,p
feg
︶
に
財

政
支
援
を
行
な
っ
て
お
り
、
個
人
金
融
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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に
統
合
す
る
と
い
う
か
れ
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
価
値
を
評
価
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的

に
関
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
九
八
年
の
秋
季
か

ら
、
小
中
学
校
一
八
校
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
P
efg

は
、
最
近
、
自
身
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
そ
れ

は
、
学

校

で

利

用

す

る

た

め

の

D
irectory
of

R
esou
rces
を
含
ん
で
い
る
。

︻
大
人
の
た
め
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
︼

柔
軟
性
に
富
む
教
材
を
提
供
す
る
双
方
向
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
利
用
し
て
、
大
人
の
た
め
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
推
進
す
る
機
会
は
す
で
に
存
在
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
リ
ン
ク
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
、
個
人
に
対
し
て
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

提
供
す
る
手
段
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
職
場
、
地
域
の

グ
ル
ー
プ
、
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
様
々
な
教
育
施
設
で
学
ぶ

人
々
に
教
材
を
提
供
す
る
と
い
う
費
用
効
率
の
高
い
手
段

で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
消
費
者
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
訓
練
資
材
の
提
供
手
段
と
し
て
も
適
切
な

も
の
で
あ
る
。

包
括
的
で
永
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
学
習
成
果

︵
learn
in
g
ou
tcom
e︶
が
国
の
基
準
を
ベ
ー
ス
と
し
て

評
価
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
当

該
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
産
業
大
学
︵
U
n
iv
ersity
for

In
d
u
stry
,
U
fI︶
や
生
涯
学
習
︵
L
ifelon
g
L
earn
in
g
︶

の
よ
う
な
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
適
合
す
る
も
の
に

す
る
た
め
で
あ
る
。
産
業
大
学
は
来
年
ス
タ
ー
ト
す
る
。

大
人
の
た
め
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

自
主
的
な
評
価
と
認
定
の
機
会
を
提
供
す
る
。

今
後
六
ヶ
月
の
間
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
大
人
の
た
め
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
、
同
じ
分
野
で
活
動
し

て
い
る
他
の
機
関
と
、
対
象
︵
cov
erag
e︶
及
び
最
良

教
育
慣
行
︵
b
est
ed
u
cation
alp
ractice︶
を
評
価
す
る

た
め
に
協
議
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
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は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
需

要
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
も
っ
と
も
効
率
的
に
Ｆ
Ｓ
Ａ
の

主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
く
た
め
の
配
布
手
段
は
何
か
を

見
極
め
る
た
め
に
、
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
職
場
や
教
育
を
付
託
さ
れ
た
地
域
機
関

︵
た
と
え
ば
信
用
組
合
︶
を
通
じ
て
教
材
を
届
け
る
機
会

に
つ
い
て
精
査
す
る
予
定
で
あ
る
。
適
切
な
需
要
が
存
在

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
受
身
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
布
︵
用
紙
コ
ピ
ー
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
許
可
さ

れ
て
い
る
︶
及
び
双
方
向
の
ウ
ェ
ブ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
双
方
の
設
計
コ
ス
ト
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
コ
ス

ト
を
調
査
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す

る
。

Ｂ
．

消
費
者
へ
の
情
報
と
助
言

︻
消
費
者
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
︼

Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
既
存
の
企
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い

て
の
調
査
は
、
そ
れ
が
消
費
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
サ
イ
ト
を
訪
れ
る
の
は
専

門
的
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
り
、
報
道
関
係
者
で
あ
る
。
こ
う

し
た
サ
イ
ト
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
利
用
し
に
く
い
の

で
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
関
心
だ
け
に
焦
点

を
絞
っ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
中
で
あ
る
。
こ
の

ペ
ー
ジ
は
、
全
て
の
消
費
者
教
育
資
材
や
プ
レ
ス
・
レ

リ
ー
ス
へ
の
直
接
的
な
案
内
標
識
と
な
る
。

短
期
的
に
は
、
新
た
な
消
費
者
向
け
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の

重
点
は
、
消
費
者
に
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
役
割
を
説
明
し
、
一
般
的

な
情
報
及
び
金
融
に
か
か
わ
る
助
言
へ
の
容
易
な
ア
ク
セ

ス
を
付
与
す
る
こ
と
に
置
か
れ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
向

け
ペ
ー
ジ
は
消
費
者
教
育
、
市
民
相
談
窓
口
、
補
償
ス

キ
ー
ム
や
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ス
キ
ー
ム
な
ど
他
の
消
費
者

サ
ー
ビ
ス
情
報
へ
の
最
初
の
入
り
口
と
な
る
。
こ
の
作
業

は
現
在
入
札
に
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
夏
ま
で
に

は
新
た
な
ペ
ー
ジ
が
完
成
し
、
稼
動
す
る
予
定
で
あ
る
。
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長
期
的
に
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
更
に
進
化

し
、
双
方
向
の
学
習
及
び
教
育
資
材
を
提
供
す
る
よ
う
に

な
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
績
表
の
よ
う

な
比
較
情
報
が
一
旦
提
示
さ
れ
る
と
、
ウ
ェ
ブ
は
、
こ
の

種
の
情
報
を
広
い
範
囲
に
日
々
配
布
す
る
、
も
っ
と
も
安

価
な
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

︻
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︼

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
最
初
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

ひ
と
つ
は
、﹁
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂
で
あ
っ
た
。
Ｆ

Ｓ
Ａ
が
ま
だ
消
費
者
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

時
期
に
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
た
だ
単
に
消
費
者

教
育
手
段
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
の

一
般
大
衆
の
認
識
を
高
め
る
手
段
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

た
。三

つ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
﹁
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂
は
、

一
九
九
九
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
ブ
リ
ス
ト
ル
、

エ
ジ
ン
バ
ラ
、
ヨ
ー
ク
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
広
報
は
、
可
能
な
限
り
経
験
不
足
の
消

費
者
を
狙
い
と
し
、
で
き
る
だ
け
広
範
囲
の
人
々
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
地
方
紙
や
ロ
ー
カ
ル
放
送
局
に
持

ち
込
ま
れ
た
。
こ
の
三
つ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
七
〇

〇
人
を
超
え
る
人
々
が
参
加
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
は
、
当
該
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
参
加
人

数
、
莫
大
な
量
、
質
問
の
範
囲
か
ら
見
て
、
ま
た
、
業
界

及
び
一
般
大
衆
へ
の
説
明
責
任
と
い
う
側
面
か
ら
見
て
、

成
功
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
短
期
貯
蓄
か
ら
長
期
投
資
に
移
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
消
費
者
向
け
金
融
商
品
に
恐

れ
を
な
し
、
ま
ご
つ
い
て
い
る
潜
在
投
資
家
︵
投
資
の
初

心
者
︶
に
と
っ
て
は
魅
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
見
え
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
現
在
、
先
行
し
て
実
施
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
費
用
対
効
果
を
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
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り
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
組
織
方
法
に
つ
い
て
、
従

来
と
は
違
っ
た
方
法
を
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

︻
消
費
者
向
け
出
版
物
︼

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
初
め
て
の
消
費
者
教
育
用
小
冊
子
は
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
と
抱
き
合

わ
せ
で
発
行
さ
れ
た
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し

た
人
々
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
関
連
部
門
を
紹
介
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、
五
種
類
の
新
し
い
﹁
・
・
・

の
た
め
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
﹂
を
い
れ
た
パ
ッ
ク
を
受
け

取
っ
た
。
こ
の
小
冊
子
に
は
、
支
持
者
か
ら
の
有
益
な
コ

メ
ン
ト
が
、
簡
潔
な
ス
タ
イ
ル
と
表
現
で
掲
載
さ
れ
て
い

た
。Ｆ

Ｓ
Ａ
は
、
規
制
上
の
進
展
と
消
費
者
か
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、
定
期
的
に
新
た
な
タ
イ
ト
ル
を
出
版
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
狙
い
と
す
る
市
場
に
確
実
に
届
け
る
た
め

の
試
み
と
し
て
、
消
費
者
向
け
印
刷
物
︵
チ
ラ
シ
︶
の
配

送
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ピ
ー

は
、
C
itizen
’s
A
d
v
ice
B
u
reau
x
な
ど
助
言
機
関
、
公

共
図
書
館
、
下
院
議
員
︵
国
会
議
員
︶
に
送
ら
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
ま
た
、
消
費
者
が
印
刷
物
や
フ
ァ
ク
ト

シ
ー
ト
を
注
文
す
る
た
め
の
無
料
の
電
話
回
線
を
設
置

し
、
同
時
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
直
接
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
向
け
印
刷
物
は
全
て
、
分
か
り
や
す

く
、
で
き
る
だ
け
公
認
さ
れ
た
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
。

最
初
の
こ
ろ
の
小
冊
子
は
、
消
費
者
の
テ
ス
ト
を
受
け
、

次
の
シ
リ
ー
ズ
に
向
け
て
、
ス
タ
イ
ル
と
内
容
の
改
定
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。

︻
消
費
者
向
け
助
言
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
︼

⒜

市
民
相
談
窓
口
の
改
善

歴
史
的
に
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
市
民
相
談
窓
口
は
、
購
入
の
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意
思
決
定
を
し
た
後
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
あ
る
い

は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
巡
る
﹁
経
路
発
見
﹂︵
rou
te

fin
d
in
g
︶
の
た
め
の
助
言
ソ
ー
ス
と
し
て
、
消
費
者
に

利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
消
費
者
の
た
め
の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点

で
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
設
立
の
重
要
な
初
期
的
利
益
で
あ
っ
た
。
そ

の
成
功
に
続
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者
向
け
活
動
の
拡
大

と
年
金
の
過
誤
販
売
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
生
じ

た
﹁
ブ
ラ
ン
ド
意
識
﹂︵
b
ran
d
aw
aren
ess︶
の
高
ま

り
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
を
顕
著
に
高
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
夏
に
、
こ
の
窓
口
は
、
一

週
間
に
一
千
件
を
超
え
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
。

一
九
九
九
年
春
ま
で
の
六
ヶ
月
間
に
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
倍
増

し
、
一
週
間
当
た
り
二
五
〇
〇
件
に
達
し
た
。
一
週
間
に

平
均
一
五
〇
通
の
手
紙
が
送
ら
れ
、
メ
ー
ル
に
よ
る
問
い

合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

財
務
計
画
を
策
定
し
、
購
入
の
意
思
決
定
を
す
る
前

に
、
電
話
で
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
人
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
。
年
金
な
ど
問
い
合
わ
せ
の
多
い
分
野
に
関
す
る
チ

ラ
シ
や
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
の
開
発
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
消
費
者

向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
と
並
ん
で
、
相
談
窓
口
を

も
っ
と
効
率
的
に
稼
動
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
広
範
に
わ
た
る
問
題
に
関
し
て
、
個

別
に
回
答
す
る
必
要
性
を
取
り
除
く
か
ら
で
あ
る
。

⒝

消
費
者
向
け
助
言
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援

シ
チ
ズ
ン
ズ
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
加
え

て
、
個
人
金
融
サ
ー
ビ
ス
及
び
商
品
に
関
し
て
消
費
者
に

助
言
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
多
く
の
機
関
が
存
在
す

る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
と
並
ん
で
、
こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
希
望
し
て
い
る
が
、
商
品
や

状
況
を
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
カ
バ
ー
で
き
る
ほ
ど
の
力

が
な
い
と
考
え
て
い
る
機
関
も
ま
た
、
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
や
疑
問
に
効
率
的
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に
対
応
す
る
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
既
存
の
消
費
者

向
け
助
言
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

そ
れ
が
適
切
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
重
要
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ

は
す
で
に
そ
う
し
た
機
関
と
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し

て
連
携
す
る
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
費
用
効
率
の
良
い
方
法
で
、
独
立
し
た
、

信
頼
で
き
る
、
一
般
的
な
情
報
及
び
助
言
に
ア
ク
セ
ス
す

る
と
い
う
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、
一
九
九

九
年
夏
ま
で
に
、
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

︻
比
較
情
報
の
提
供
︼

一
九
九
八
年
三
月
、
財
務
相
は
、﹁
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
貯
蓄

商
品
及
び
投
資
商
品
の
比
較
表
に
関
し
て
諮
問
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
﹂
と
発
言
し
た
。
こ
う
し
た
比
較
表
は
、
個
人

返
金
、
養
老
保
険
、
ユ
ニ
ッ
ト
･ト
ラ
ス
ト
等
に
つ
い
て
、

信
頼
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

財
務
省
の
発
表
を
受
け
て
、
個
人
投
資
機
構

︵
P
erson
al
In
v
estm
en
t
A
u
th
ority
︶
に
よ
っ
て
収
集

さ
れ
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
を
含
め
て
、
比
較
情
報
の
入

手
可
能
性
及
び
現
況
に
つ
い
て
の
調
査
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
デ
ー
タ
が
、
消
費
者
が
あ
る
商

品
の
購
入
を
考
え
て
い
る
と
き
に
、
彼
ら
に
利
益
を
も
た

ら
す
よ
う
に
、
効
率
的
に
利
用
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
の
も
っ
と
も
有
意
義
な
比
較
表
を
構
成
す
る
方

法
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

︻
放
送
及
び
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
の
提
携
︼

放
送
メ
デ
ィ
ア
は
、
費
用
効
率
の
良
い
方
法
で
多
く
の

視
聴
者
に
接
触
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
放
送

や
地
方
放
送
局
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
特
定
の
視

聴
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
た
め
に
も
、
と
り
わ
け
実
り

の
多
い
方
法
で
あ
る
。
幅
広
い
印
刷
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
、

地
方
紙
、
専
門
誌
、
専
門
雑
誌
な
ど
を
通
じ
て
、
特
定
の
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視
聴
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
Ｆ

Ｓ
Ａ
は
、
こ
う
し
た
分
野
に
存
在
す
る
機
会
を
最
大
限
に

利
用
す
る
た
め
に
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
開
発
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
長
期
的
に
は
、
Ｔ
Ｖ
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
間
の
技
術
的
な
リ
ン
ク
の
進
展
が
、
双
方
向
機
材
に
よ

る
大
量
の
視
聴
者
へ
の
接
触
の
革
新
的
な
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
協
力

し
て
、
広
い
範
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
聴
者
に
、
財
務
計
画

の
策
定
ス
ク
ル
の
改
善
を
促
す
よ
う
な
革
新
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

︻
理
解
し
易
く
高
品
質
の
商
品
提
供
︼

政
府
は
、
標
準
化
商
品
の
開
発
の
た
め
の
法
律
制
定
を

主
導
し
て
き
た
。
英
国
保
険
業
協
会
︵
Ａ
Ｂ
Ｉ
︶
は
、
貯

蓄
と
長
期
リ
ス
ク
︵
S
av
in
g
s
an
d
L
on
g
-term
R
isk
,

S
A
L
T
R
︶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
理
解
し
や
す
く

高
品
質
の
商
品
開
発
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
計
画
中
で
あ

る
。Ｆ

Ｓ
Ａ
は
、
購
入
者
の
基
準
に
つ
い
て
の
理
解
度
及
び

一
般
的
な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
基
準
に
つ
い
て
の
消
費
者
の
態

度
︵
考
え
方
︶
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
理
解
度
を
評

価
す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ

が
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
将
来
の
作
業
を
示
唆

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

貿
易
産
業
省
は
、
そ
の
新
た
な
消
費
者
戦
略
に
お
い

て
、
こ
の
分
野
に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
戦
略
の
特
別
な
テ
ー
マ
は
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
新
し
く
複
雑
な
市
場
で
取
引
す
る
消
費
者
を

支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
、
そ
れ
は
、
償
還

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
非
表
示
な
ど
の
不
公
正
な
契
約
に
対
処
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
貿
易
産
業
省
に
と
っ
て
も
う

ひ
と
つ
の
重
要
課
題
は
、
Ｕ
Ｋ
に
お
い
て
は
、
他
国
の
市

場
に
比
べ
て
リ
テ
ー
ル
市
場
で
の
取
引
が
多
く
な
る
傾
向

が
あ
る
の
で
、
そ
の
理
由
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
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う
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
う
し
た
分
野
に
お
け
る
作
業
を
共
同

し
て
行
な
う
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
貿
易
産
業
省
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
機
関
と
協
議
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
上
記
ポ
リ
シ
ー
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
公

表
し
た
後
、
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
掲
げ
た
作
業
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
金
融
教
育
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
た
。
そ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
ア
ニ
ュ

ア
ル
・
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
る
。

︵
以
下
第
四
九
巻
第
四
号
に
続
く
︶

︵
注
︶

⑴

こ
の
章
の
記
述
は
、
参
考
文
献
①
に
加
え
て
、
次
の
文
献
に
依
拠

し
て
い
る
。
日
本
証
券
経
済
研
究
所
編
﹃
図
説
イ
ギ
リ
ス
の
証
券
市

場
二
〇
〇
九
年
版
﹄
平
成
二
〇
年
一
二
月
。

⑵

義
務
教
育
終
了
後
の
成
人
向
け
の
教
育
。
た
だ
し
、
大
学
で
の
教

育
を
除
く
。

︵
編
集
注
︶

a
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
情
報
提
供
の
み
を
目
的
と
し
て
お
り
、
販
売
も

し
く
は
利
益
を
目
的
と
し
て
の
配
布
及
び
再
配
布
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

a
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
翻
訳
・
引
用
さ
れ
て
い
る
英
国
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
機
構
︵
Ｆ
Ｓ
Ａ
︶
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
読
書
へ
の
情
報
提
供

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
規
制
上
の
判
断
を
形
成

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

a
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
文
書
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
に
つ

い
て
は
、
そ
の
正
確
さ
を
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
保
証
し
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

a
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
文
書
は
、
必
要
に
応
じ
て
変
更
が
加
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
文
書
に
つ
い

て
も
、
現
時
点
で
は
変
更
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

a
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
翻
訳
・
引
用
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
文
書
に
つ

い
て
は
、
そ
の
一
部
分
を
抜
粋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
対
の
解

釈
が
導
き
出
さ
れ
る
惧
れ
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

参
照
す
る
場
合
に
は
、
当
該
文
書
を
特
定
し
て
明
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

a
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
文
書
が
翻
訳
・
引
用
さ
れ
、
当
研
究

所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
持
っ
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
雑
誌
も
し
く

は
当
該
組
織
を
保
証
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

︵
お
お
は
し

よ
し
あ
き
・
当
研
究
所
専
門
調
査
員
︶
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